平成２２年度第４回本埜地区地域審議会　会議録

１　開催日時　　平成２３年３月２日（水）午前９時５５分～１１時１５分
２　開催場所　　本埜公民館２階　団体研修室１
３　出 席 者　　本橋　孝司　会長、　土井　治夫　副会長、土井　　栄　委員、
稲葉　　明　委員、　飯塚　昭一　委員、　岩井とし子　委員、　
鳩貝　太郎　委員、　青柳　和江　委員、　田波　英俊　委員、
中島　雅昭　委員

４　欠 席 者　　なし
５　事 務 局　　企画政策課　浅倉課長、岩﨑副主幹、鈴木副主幹、小作主査補、海老原主査補
６　傍 聴 者　　なし
７　議　　題　　（１）次期総合計画の基本構想（素案）について
　　　　　　　　（２）今後のスケジュールについて
　　　　　　　　（３）その他
８　議　　事
事 務 局　　第４回本埜地区地域審議会ということで開会させて頂きます。
初めに、本日の会議定足数の確認をさせて頂きます。出席委員１０名中１０名のご出席を頂いております。従いまして、地域審議会設置に関する協議書第８条第４項の規定によりまして、定足数に達しておりますので、本日の会議が成立いたしましたことをご報告させて頂きます。
続きまして、会議の公開についてでございます。本会議につきましては、印西市市民参加条例ならびに同条例の施行規則に基づきまして、公開といたしますのでご了承をお願いいたします。傍聴席につきましては、私の左手に用意してございますが、本日の傍聴はございませんのでご報告をいたします。
続きまして会議録の署名でございます。会議録の署名につきましては、名簿順ということで取り決めをさせて頂いております。本日の会議録の署名につきましては、飯塚昭一委員、稲葉明委員のご両名でお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。それでは会議次第のほう、あいさつとなっております。
ここで本橋会長よりご挨拶を頂きたいと思います。
本橋会長　　（挨拶）
事 務 局　　それでは早速でございますが、会議次第のほうに入らせて頂きます。
地域審議会の設置に関する協議書第５条の規定によりまして、会議の議長のほうを本橋会長によろしくお願いいたします。
議　　長　　それではしばらくの間、議事の進行役を務めさせて頂きます。会議次第に則りまして進めていきたいと思います。
まず議事の（１）でございますが、次期総合計画の基本構想について、を議題としたいと思います。事務当局のほうから説明をお願いします。
事 務 局　　（説明）
議　　長　　それでは説明が終わりましたので、これから質疑に入りたいと思います。ご意見があったらお願いします。序論と基本構想を分けますか。それでは、序論だけを議題にしたいと思います。何か気が付いたことがございましたら、ご意見でも何でも構いませんのでお願いいたします。
事 務 局　　補足説明ですが、前回皆様から、この会議の場で、農業の後継者不足の話ですとか、自然の大切さの話ですとか、あとは高齢者の関係で生活基盤の整備の話ですとか、色々なご意見を頂戴いたしました。今回お示しいたしました序論と基本構想につきましては、かなり大きい方向性を示す内容となっておりまして、具体的に自分の意見がどこに反映されているのか、これでいいのだろうか、など色々なご意見があろうかと思います。ただ、皆様から頂いたご意見については、この下に出てくる基本計画の策定の中で、各課に情報伝達をしながら行っていきたいと思っております。基本計画になりますと段々ピントが合ってきますので、もう少し分かりやすくなるのではないか思います。本日お示しした序論・基本構想は大きな方向性ですので、そのような中で、色々なご意見を頂ければと思っております。
中島委員　　細かいことで申し訳ないのですが、目次と１ページを見ますと、１ページに基本的な考え方を５つ載せていますが、これは目次の表現と若干異なっていますよね。社会動向が社会情勢、市民ニーズが市民の意向、何か変えられている理由があるのですか。あるいは、合わせたほうが分かりやすいかと思うのですが、如何でしょうか。
議　　長　　事務局、このような意見についてどうですか。

事 務 局　　こちらは、前回皆様にお配りした、上に序論があって下に基本構想があるＡ３サイズカラー刷りの資料、この中で序論は主に、現状把握を整理させて頂いたものという内容を示させて頂きました。その中での把握事項としまして示させて頂いた市の現状、社会情勢、市民の意向をそのまま載せたものですが、今のご意見を踏まえまして、整理をさせて頂ければと思います。
議　　長　　この回答でよろしいですか。
中島委員　　はい。
議　　長　　その他に何かございませんでしょうか。

青柳委員　　人口ピラミッドで、２２年度の印西市は、つぼ型との説明がありましたけど、どうして他のところとか、千葉県と比べて、印西市は違うのですか。
事 務 局　　全国的に見ますと、団塊の世代というのが、昭和２０年から２２、２３年という方がピラミッドの中でいちばん多いというような形になりますが、印西市の場合は、その時期が遅れてきます。実際に多い年代が、今の６０代ではなくて、５０代になるということです。子どもたちの年代も、それに合わせて下がってくるというところですね。あと、千葉ニュータウンへの入居というのが、いっぺんに入ったわけではなくて、徐々に入る形になるので、どうしても一年代だけ多いという形にはならずに、どの世代もまんべんなく入っているような形になるというところで、結果としてつぼ型になっています。全国や千葉県と比較をすると、団塊の世代と団塊の世代の子どもが飛び出している部分というのが目立たなくなっているというように解釈しています。
事 務 局　　補足しますと、一番大きなのはやはり、千葉ニュータウンによって人が入ってきているところのです。こういうウエストがくびれたような形のところに、ちょうど千葉ニュータウンの流入によって人が入ってくるような形になっているのです。ですから、７ページの図を見て頂きますと、平成２２年の一番上の印西市、この形がちょうど全国の１２年から１７年がこの形に似ています。全体的に印西市というのは若くて、１０年後位になるとこういう形に段々なっていく。ですから全国的な高齢化が１０年位遅れているというような形なのです。ただ、緩やかですけれども、少子化または高齢化は進んでいるということです。全国に１０年後位には大体それ位のものになっていくのですよということで考えて頂きたいと思います。ちょうど２２年のものが、全国の１７年位と似ているような形になっているのです。その辺を見て頂いて、いずれ少子高齢化は来るということです。
議　　長　　よろしいでしょうか。
青柳委員　　はい。
議　　長　　その他にございませんでしょうか。

中島委員　　千葉ニュータウン事業の収束で、２５年に終わるということですが、具体的にどういったことが起こるのですか。今何をやっていて、２５年で何がなくなるのですか。
事 務 局　　はい。大変に大きな課題でして、前の審議会のときにも私が申し上げたと思うのですけれど、今までの基本構想、その前の２０年前の基本構想、それから３０年前の基本構想でもそうだったのですが、印西市にとって千葉ニュータウン事業というのは、事業で一番大きい。現在、面積と人口は縮小されましたけれども、始まった当初は、旧印西町の行政面積の３分の１が千葉ニュータウン区域というようなとてつもない事業でした。ご承知と思いますが、千葉ニュータウン事業というのは特殊な事業でございまして、新住宅市街地開発法という法律に則った全面買収方式のニュータウン事業です。前の５３㎢の印西町で申し上げますと、行政面積の３分の１を全面買収されてしまうというような大変大きな事業だったわけです。それが、この日本の経済情勢の関係から、６１年頃に新住宅市街地開発法が改正されまして、住宅しか建てられなかったものが、業務用地もいいというような改正があったものですから。今申し上げましたように、日本経済の動向等によりまして、本来でしたらすでに完成しているはずでしたが、１０年延期、１０年延期ときたわけでして、最終的にはもう延期しないということで２５年になったわけです。それまでの一番の課題は、埋まるのかということでございまして、例えば今一番大きな区域で申しますと、牧の原駅の北側、ジョイフル本田のところですね。それから牧の原モアの北側、２１住区が造成中でございます。それと中央駅地区ですと、クリーンセンター東側を造成しているのをご覧頂けると思うのですが、これが９住区。それから、千葉竜ヶ崎線沿いで、市役所から千葉ニュータウンへ向かう県道の真ん中、これが８住区でございまして、ほとんど造成が終わろうとしています。そういった本来事業で定められた住宅施設用地あるいは業務施設用地といったものについて工事を完了させ、目的のものが貼り付く。住宅でしたら住宅を、業務用地でしたら研究所等が張りつく、ということが最終目的でございますが、どう考えてもそこまでは無理だろうということで、現在計画されている事業について少なくとも工事完了、それから販売できるところは販売していくということで、ＵＲや国のほうと話し合っています。問題はその後、残された販売をどうするのか。造成は多分全部やって頂けることになります。粗工事はすべて終わらせる。ただその後の販売はどうするのかという課題はございますから、２５年度を過ぎたからといってＵＲ、それから企業庁がいっぺんにいなくなるわけではございませんから、後継組織等が残されるのだと思います。これは印西市とＵＲ、それから企業庁との話し合いが始まっていますので、そういった姿は段々分かってくると思います。そういったことで、２５年度までに、できる工事はすべて仕上げて頂く方向だと、販売については今後、後継組織を使って逐次販売していくということだと思います。それから、この序論、基本構想の中には、千葉ニュータウン事業の収束に対応しつつという抽象的な表現しかお書きしておりません。具体的には先ほど担当が申し上げましたように、基本計画を策定する中で記載していければと思いますが、印西市にとってはかなり大きい計画ですから、千葉ニュータウン区域の中だけではなく、例えば千葉ニュータウン区域と境の部分、既存との境のところですね。道路の取り合いどうするのか、公園の関係どうするのか、あるいは昭和の後半から始まった事業ですから、作った部分の劣化が始まっているのですね。そういったものをどういうようにＵＲと引き継いでいくのかというのが大きな課題になります。そういったところを、ＵＲと企業庁と、全庁的な組織を作りまして調整、話し合いを始めているところです。基本構想の素案の中では、千葉ニュータウン事業の収束に対応しつつという柔らかい表現にさせて頂いております。基本計画の中で、それぞれ目的別に記載していきたいというように思っているところでございます。
議　　長　　対応自体は、人の問題、お金の問題等、難しいところがございますので、それをクリアしなければならないわけですけれども、大変は大変だと思います。その他に何かございますか。なければ、基本構想の素案に入りたいと思いますが、その前に５分ほど休憩を取りたいと思います。それでは４５分に再開いたします。
（休憩）
それでは再開します。
田波委員　　１２年頃には１０代の人達が結構いたのに、そういう人達が２０代になって流出していると。それが７ページのところに、２０代の人たちが都会に行ってしまっていなくなっているというようになっていますね。その要因なのですが、考えられることは色々あると思うのですが、例えばそういう人たちは、学校を卒業して就職しますね。都内からここまで来るにあたって、大企業では全額交通費を負担している会社もあるし、そうでないところは一部負担であって、本人から一部取っているところもたくさんあるわけですね。高いから。ということで、ここに住んでいると交通費も多少自分で負担しなくてはならない。それだったら都内に住んだほうがいいのではないかということで流出している人もいるかもわからない。このピラミッドがこういうようになっていない要因というのは、そういうところにも少し原因があるのかな。そういう人達がこの印西市にいれば、一番税金を納めてくれる人ですよね。だから、一番税金を納めてくれる人が、交通費が高いために多少流出しているということが考えられるのではないかなと思うのですよ。だから、今交通費を下げてくれと頼んでいるグループがありますよね。市もこういうところも原因なのかなというところで、応援して、運賃問題にもっと積極的に取り組むべきではという気持ちがしますが、如何ですか。
事 務 局　　運賃問題については、企画政策課が担当しておりますのでお話をさせてください。今、田波委員さんからお話ございましたように、本当に日本一まで言わないですけど二番目くらいに高い鉄道でございまして、確かに交通費の関係で通われなくなったという方はいらっしゃると思います。色々なことが影響してこういう運賃になったのだとは思うのです。例えば最近の例ですと、つくばエクスプレス、乗降客数のわりには運賃が北総より安くて、それはなぜかと申しますと、ひとつの要因としては、沿線自治体が相当な額を当初出資しております。１億、２億という額ではなくて桁違いの額を出資しまして、会社の経営の借金の関係が、北総とは違います。そして、これからつくばエクスプレスのほうも開業してから１０年位経ちますと、かなり借金を返すようになってきますので、その時、どうかという部分はあります。北総との大きな違いは、会社を始めて用地買収したり、工事をしたりしたときの資金力の違いだと思います。北総ははっきり申し上げて、借金が多過ぎたということと、建設費、用地費、工事費にかなりの費用を投じたこと。そういった関係もあって、結果的にはかなり運賃が高くなってしまった。この問題は特に、鎌ヶ谷市、松戸市、船橋市という東京に近いほうではあまり問題として顕在化しておりませんで、白井市、印西市、旧印旛村、旧本埜村と距離が遠いことから、遠い分負担しますので、決まり文句のように申しますけれども、この辺では、北総線財布忘れても定期忘れるな、あるいは財布落としても定期落とすなという位で、相当の交通費の負担があります。山﨑市長もそういったことがありまして、平成１７年から、特に子どもの通学定期の割引、助成金ということで２５％現行の定期より安くする補助金を出しています。それと成田スカイアクセスの開業にあたって、京成からしかるべきご負担を頂いてそれを運賃に反映していこうということでずっと交渉してきたのですが、結果的には、京成からお金は多少なりとも頂きましたけれども、自治体も補助金を出しますよという折衷案になりまして、２５％補助をしてきた内容とほぼ同じくらいのものが、５年間にわたって補助をしなければなりません。根本的な問題解決までいっておりませんで、今後成田スカイアクセスが昨年７月に開業しておりますが、１年間経ちますと実績等出てまいりますから、そういった数字をもって、京成電鉄、北総鉄道のほうと話し合いをしてまいりたいと思っております。もうひとつは、北総線の利用者を増やすことも大事なことですので、市川市から印西市まで沿線６市、それから千葉県がひとつの会を作りまして、北総線沿線活性化協議会という会を１月に立ち上げております。これについては、地方公共交通の活性化及び再生に関する法律がございまして、その法律に基づきまして協議会を立ち上げますと、国から色々な優遇措置が受けられます。そういう優遇措置を受けながら、利用客を増やしましょうということで協議会を立ち上げました。そして運賃の値下げに繋げていきたいと思っているところでございまして、その６市、千葉県の会長として印西市が選ばれまして、印西市が活性化協議会の会長としてやりますので、これから事業計画を立てまして、利用者等の負担を減らしていきたいと思っております。京成というのも民間会社ですから、なかなかすぐに、はい、分かりましたというようになりませんけれども、我々もお願いしながら、数字も見せながら要望していきませんと、将来が開けませんので、引き続き協議会等で皆さんと一緒に協議していきたいというように思っております。
田波委員　　先程、言い忘れましたが、これも嘘か本当か聞いただけの話なのだけれど、就職するにあたって、全額支給してくれる会社が、こっちのほうの地域の人を取ると、全額出さなくてはならないからということで、いい会社に入るのが不利だということが聞かれるのですよね。これが真実かどうか知りませんが、聞いた話です。
議　　長　　よろしいでしょうか。それでは、基本構想の素案のほうに入りたいと思います。これにつきましてご意見等ありましたらお願いをいたします。
鳩貝委員　　４ページの行財政の見通しのところで、道路、下水道などの公共施設の維持管理費云々と書かれていますが、これは関係ないかもしれないのですが、この本埜村の周辺は下水道がない、上水道がない、光ファイバーもない状況です。特に、上下水道の問題、旧本埜村の問題がそのまま残っていると思いますけれども、これは行財政とは別のところになりますけれども、この文字を見たので、その辺は市の中ではどういうような扱いになっているのか、上下水道を完備するとか、まったくそういう計画はないのかとか、その辺ちょっと教えて頂けたらと思います。
議　　長　　はい、ではお願いします。

事 務 局　　４ページの網かけ部分のところだと思いますけれど、財政のことを表現した中での文言となっております。学校や道路、下水道などの公共施設の維持管理費及び改修費の増が見込まれるということでございますが、印旛村、本埜村と合併したことによりまして、小中学校が当然増えました。旧印西市もそうだったのですが、小規模校が多くなっておりますので、人数対効果、費用対効果、こういう言葉を使っていいのか分かりませんが、そういった意味でいうと、かなり負担率が高くなっているというのは、多分学校の場合だと思います。道路については、行政面積が倍以上になりましたので、道路の総延長もかなり広くなっておりますから、そういった意味でのことだと思っております。下水道については、これは本埜地区ではないと思いますが、印旛地区のほうで岩戸地区でしょうか、公共下水道をやっておりますね。市街化区域外でも行っておりますから、そういったところ。それから千葉ニュータウンからの下水の引き継ぎ部分等からの表現かなと思っております。それから上水道の関係ですけれど、この総合計画の策定と同時か、また策定後に、各課が合併対応の計画なり、方針なり、そういったものを持っていないところは、方向性を定める必要性は出てくると思いますが、特に上水道につきましては、公営企業法の対象でもございまして、本埜地区につきまして上水道は、千葉ニュータウン区域は県水、それ以外のところは長門川水道企業団というところで管轄しております。この長門川水道企業団につきましては、たまたま企画政策課が担当しておりますので、この間も会議がありましたが、現行のところは給水区域面積の変更を、今のところは考えていないという企業団の考えでございます。ただ将来的には、これは本埜地区だけの問題ではないと思うのですけれど、千葉ニュータウン区域は県水、印西市内は印西市水道、印旛関係については印旛水道とか、本埜地区については、長門川水道企業団、水が４本に分かれておりますので、それぞれ料金も別々になっているはずですから、そういった料金の関係をどうするのか、それから給水区域をどうするのかといったところは、統一を図っていかなくてはならないところでございます。ただそう申し上げましたけれども、お時間はもうちょっと頂かなければということです。今までそれぞれに投資してきた経緯、それから水はただでは買えませんので、水を飲むためには群馬県のほうのダム水利権を買わなくてはいけませんから、それは２０年前、３０年前から計画を立てて出資という形で水利権を買っていますので、そういった経緯もございますので、そういったものを調整した上で、統合できれば統合していくのが理想なのですが、一つひとつの会社を訪問するような形になりますので、少し時間がかかるかなと思っております。今後は水の関係について、当然議題に上ってくるのではないか、ただ、今のところスケジュールは見えていない、現状としてはそういう段階です。
議　　長　　よろしいですか。

鳩貝委員　　はい。
議　　長　　他にございませんでしょうか。ないようでございますので、基本構想素案についての協議は打ち切りたいと思いますが、よろしいでしょうか。
それでは、議題の次に入りたいと思います。今後のスケジュールということで、事務局から説明をお願いいたします。
事 務 局　　（説明）

議　　長　　只今スケジュールに関しまして、事務局から説明がございましたが、それについて何かございますか。全体として、３か月程度伸びるという感じですけれども、特にこの点についてはよろしいですね。それでは、その他。
事 務 局　（資料の説明）
議　　長　　今の説明についてよろしいでしょうか。これから具体的に事業等詰めていくわけですが、タイトルだけ立派で、事業の中身が貧弱ということがないように、市のほうに取り組んで頂きたいと思います。その他何かございますか。
事 務 局　　今申し上げましたように、基本構想・序論、それから構想部分の素案ということでご協議頂いたわけでございますが、これから今日、印旛地区地域審議会、それから今週末には、総合計画審議会に同じようにご協議して頂きます。また多少、ご意見、ご提案等もありますでしょうから、それを受けて最終４月に、案として完成していきたいと考えております。ただ先程来話題に出ておりますように、大きい表現部分のご検討ですから、あまり現実的でない部分があるようで、ご質問が出にくいと思いますが、今度は基本計画の策定に入ってまいります。かなり細かい表現になってまいりまして、前回に農業の関係ですとか、湖沼の関係、それから自然環境の関係等でご意見を頂戴したと思いますが、そういったことで基本計画のご協議になりますと、より具体的にもっとたくさんのご意見を頂戴できるかなと思っております。４月にはそういったことで資料をお出ししますので、より具体的なご意見を頂戴したいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。
議　　長　　それでは議題のほうこれで終了します。あとは事務局のほうでお願いします。
事 務 局　　本橋会長、議事の進行をありがとうございました。
それでは式次第、議事の４番目にその他という項目がございます。委員の皆さまから、この場でということがございましたらお願いいたします。特にございませんでしょうか。ないようでしたら、事務局のほうから二点ほどございますのでよろしくお願いいたします。
事 務 局　　それでは、次回は４月の下旬を目途に、会議を開催させて頂きたいと思います。日程等が決まりましたら、追ってご通知いたします。

あと、会議終了後、皆様への報酬の支払い手続きをさせて頂きます。７，５００円から源泉徴収した６，５７０円をお振込みさせて頂きます。
事 務 局　　ただいま事務局から、次回の会議と報酬の件で説明を申し上げました。特にこの二点で何かございますか。
それでは、以上をもちまして本日の審議会を終了とさせて頂きます。

平成２２年度第４回本埜地区地域審議会の会議録は、事実と相違ないことを承認する。

　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本埜地区地域審議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　　　　　　　　　　　　
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